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当
委
員
会
は
、
昨
年
11
月

17
日
、
上
越
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ

ザ
に
て
、
特
別
支
援
教
育
に
つ

い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
講
師
と
し
て
、
県
教
育
委

員
会
義
務
教
育
課 

特
別
支
援

教
育
推
進
室
長 

大
竹
嘉
則
様

と
、
指
導
主
事 

疋
田
敦
士
様

の
お
二
人
か
ら
、
実
演
を
交
え

て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
特
別
支
援
教
育
」と
い
う
言

葉
や
、
特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
理
解
は

よ
り
身
近
な
も
の
と
な
り
ま
し

た
が
、
で
は
実
際
に
適
切
な
支

援
を
と
言
わ
れ
る
と
、
私
を
含

め
て
多
く
の
人
は
、
な
か
な
か

具
体
策
が
思
い
浮
か
ば
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
講
演
は
、
私
た
ち
周

囲
の
大
人
た
ち
の
そ
う
い
っ
た

疑
問
に
対
し
て
、
第
一
歩
と
な

り
得
る
基
礎
的
な
対
応
方
法
に

つ
い
て
、
お
二
人
の
実
演
に
よ

る
や
り
取
り
や
パ
ネ
ル
を
使
用

し
た
進
行
で
学
び
ま
し
た
。
聞

く
だ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
場

面
設
定
で
の
や
り
取
り
を
見
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
参
加
者
の
皆

様
に
は
楽
し
み
な
が
ら
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
け
た
も
の
と
思

い
ま
す
。

日
ご
ろ
誰
に
で
も
あ
り
が
ち

な
間
違
い
や
失
敗
を
は
じ
め
、

そ
の
子
が「
つ
い
思
わ
ず
」と
っ

て
し
ま
う
気
に
な
る
行
動
に
対

し
て
、
そ
の
直
後
に
は
、
ど
の

よ
う
な
言
葉
が
け
が
望
ま
し
い

の
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
支
援

さ
れ
る
側
の
マ
イ
ナ
ス
の
心
情

に
寄
り
添
っ
て
共
感
す
る
気
持

ち
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
実
現

可
能
な
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
の

行
動
目
標
を
積
み
重
ね
る
こ
と

が
コ
ツ
と
の
こ
と
で
し
た
。
ご

く
当
た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
で

す
が
、
こ
れ
ら
は
特
別
支
援
に

限
ら
ず
、
ど
の
子
ど
も
た
ち
に

も
必
要
な
こ
と
だ
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

講
演
後
は
、
参
加
者
の
身
近

に
も
体
験
例
な
ど
が
多
く
あ
っ

て
、
次
々
と
活
発
に
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
、
時
間
が
足
り
な
い

の
が
残
念
で
し
た
。「
特
別
な

支
援
」と
い
う
の
は
、
実
は
特

定
の
人
に
だ
け
必
要
な
こ
と
で

は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
関
わ

る
人
全
て
に
理
解
が
必
要
な
こ

と
で
し
た
。

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
現
代

の
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
や
問
題
の
中
で
、
特
別
支
援

教
育
は
決
し
て
独
立
し
た
も
の

で
は
な
く
、
様
々
な
教
育
や
そ

こ
に
付
随
す
る
、
切
り
離
す
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
と
し
て
、

さ
ら
に
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

日
Ｐ
全
国
研
究
大
会
新
潟
大

会
が
終
わ
り
、
一
息
つ
く
間
も

な
く
こ
の
研
修
会
の
準
備
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
会
場
の
手
配

等
現
地
対
応
を
お
願
い
し
た
上

越
市
Ｐ
連
の
皆
様
、
合
同
研
修

会
と
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
組
織
検
討
委
員
会
の
皆
様
、

そ
し
て
教
育
問
題
委
員
の
皆
様

に
は
多
岐
に
渡
り
フ
ォ
ロ
ー
を

し
て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
教
育
問
題
委
員
長  

澁
谷
将
人
）

◎�支援を求めている子どもの心情に思いをはせ、子どもの前向き
な姿を引き出す支援とは？
気になる行動

例１　つい、思わず不注意な行動をとってしまった。（ついしゃべる など）
例２　つい、思わず衝動的な行動をとってしまった。（つい物をとる など）
例３　つい、思わずこだわる行動をとってしまった。（鍵を何度も確認 など）

 子どもの心情　�しまった！ まただ！（精神状態は下降）�
止めたいのに（止めたかったのに）止められない（止められなかった）。

◎ 起きたことが重大であるほど、マイナス状態は深く、長引く。       
◎ �同じことが繰り返されるほど、マイナス感情の回復が遅く、改善策や予防

策も見つかりにくくなっていく。
◎ �他にも違う不注意（衝動的・こだわり）行動が並行して起きたり、連続して

起きたりしてしまうと、不注意（衝動的・こだわり）に対して諦めてしまい、 
自己嫌悪や自信喪失に向かう。

　　→ 悪循環を招きやすい。他の不適応行動につながりやすい。

支援が適切でないと　�どうしていいか分からない。自分はだめなんだ！�
指摘されたら、反抗する、無反応になる、その場
から遠ざかるなどの行動をとらないと自分の身を
守れなくなってしまう。（固まる、減らず口 など）

〈望ましい支援〉	
◎ �気になる行動直後に、マイナスの心情に共感した言葉かけで目標に向かえる

ように。「そうか～なんだね。」「～したいと思っているんだね。」 
原則１　行動目標は、スモールステップで立てる。�
　少し気をつければできるレベルを積み重ねる。最初から完全を求めない。
　スモールステップの目標になっているか、時には周りの大人に話して確認
　する。できなかったときは、また「共感」から再スタートする。 
原則２　行動改善には、心のエネルギーがたくさん必要。�
　その子の「よいところ」を日頃から大いに評価し、自己肯定感を高める。 
原則３　できたら必ず称賛する。 
　「すごいね」 → 具体的に、どこを努力しているか分かるように称賛する。
　大人になると、アクションは小さくなる。現実社会の称賛に合わせていく。 
　「～してくれてありがとう」「ごめんなさい、できなかった」が言えると、　
　支援者との人間関係がよくなり、子どもを守ることになる。 
　「あいさつ」と「返事」ができることが、就労先で子どもを守ることになる。 
原則４　支援者自身の頑張りへの評価やご褒美も十分に！�
　共感する・目標を考える・称賛する支援者には、多くの心のエネルギーが必要。

第１部 講演概要 　「気になる子どもの理解と支援」
県教育委員会 義務教育課 特別支援教育推進室   室　長　大竹　嘉則

指導主事　疋田　敦士

第
１
部 

講
演 （
教
育
問
題
委
員
会
担
当
）

「
気
に
な
る
子
ど
も
の
理
解
と
支
援
」

講
師
　新
潟
県
教
育
委
員
会 

義
務
教
育
課 

特
別
支
援
教
育
推
進
室

　

室
　
　長

　大
竹
　
嘉
則 

様

指
導
主
事

　疋
田
　
敦
士 

様

県
Ｐ
連 

教
育
問
題
委
員
会
・
組
織
検
討
委
員
会 

合
同
研
修
会

＆ 「
深
め
よ
う 

絆 

に
い
が
た
県
民
会
議
」
県
民
講
座

県
Ｐ
連 

教
育
問
題
委
員
会
・
組
織
検
討
委
員
会 

合
同
研
修
会

＆ 「
深
め
よ
う 

絆 

に
い
が
た
県
民
会
議
」
県
民
講
座

特別支援関連本の紹介 トッキッキも参加

活発な質疑応答

実演とパネルで分かりやすいご講演

参考資料　ホームページ　 新潟県教育委員会　特別な教育的支援事例集 検 索

１面　合同研修会（特別支援教育）
２面　合同研修会（子どもの安心安全）
３面　広報委員会活動報告
　　　広報紙コンクール案内
　　　年次表彰
　　　日P 三行詩コンクール入賞
４面　小・中学生総合補償制度
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近
年
、
社
会
的
弱
者
で
あ
る

子
ど
も
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

当
県
で
も
、
昨
年
５
月
に
痛
ま

し
い
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
組
織
検
討
委
員
会

で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
こ
う
し

た
犯
罪
か
ら
守
る
に
は
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
の
か
、
ど
の

よ
う
な
視
点
が
必
要
な
の
か
、

そ
の
考
察
の
一
助
と
す
べ
く
、

昨
年
11
月
17
日
に
上
越
市
で
研

修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ

新
潟
綜
合
警
備
保
障
㈱
警
備
部

次
長 

坂
爪
武
史
様
を
お
招
き

し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安

全
を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。

坂
爪
様
は
、
社
会
貢
献
活
動

と
し
て
子
ど
も
向
け
防
犯
出
前

授
業「
あ
ん
し
ん
教
室
」を
、
新

潟
市
内
の
小
中
学
校
を
中
心
に

行
っ
て
い
ま
す
。
講
演
で
は
、

そ
の
出
前
授
業
が
ど
ん
な
も
の

な
の
か
を
紹
介
し
つ
つ
、
過
去

の
デ
ー
タ
や
具
体
的
な
事
例
、

自
身
の
体
験
な
ど
も
交
え
て
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

子
ど
も
に
対
す
る
防
犯
教
育

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ま
ず
子
ど
も

の
成
長
に
応
じ
て
場
面
ご
と
に

教
え
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
そ

し
て
も
う
一
つ
が
、
子
ど
も
が

自
ら
体
験
し
自
ら
気
づ
く
と
い

う
こ
と
。
一
方
的
に
教
え
る
の

で
は
な
く
、
子
ど
も
が
自
ら
訓

練
し
体
験
し
て
気
づ
く
こ
と
で

初
め
て
防
犯
教
育
の
効
果
が
発

揮
さ
れ
る
か
ら
で
す
。

で
は
、
我
々
大
人
は
子
ど
も

を
守
る
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
。

坂
爪
様
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
大
切
だ
と
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
強

い
場
所
に
は
犯
罪
者
が
入
っ
て

き
に
く
く
、
見
え
な
い
バ
リ
ア

に
な
る
そ
う
で
す
。
実
際
に
、

泥
棒
を
対
象
に
し
て
行
っ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
も
そ
れ
を
示
し

て
い
る
と
か
。
見
守
り
隊
な
ど

の
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
だ
け
で

は
な
く
、
地
域

内
で
挨
拶
を
交

わ
し
合
う
だ
け

で
犯
罪
抑
止
に

な
る
そ
う
で
す
。

講
演
が
具
体
的

で
わ
か
り
や
す
い

内
容
で
あ
る
こ
と

に
加
え
、
経
験
に

裏
打
ち
さ
れ
た
防

犯
の
視
点
を
示
し
て
い
た
だ
き
、

私
も
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。ま
た
、参
加
者
か
ら
も
、「
子

ど
も
が
下
校
し
た
後
の
対
策
や
、

地
域
の
危
険
個
所
の
見
直
し
も

必
要
だ
と
わ
か
っ
た
。」「
自
身

の
防
犯
意
識
の
低
さ
に
気
づ
か

さ
れ
た
。
学
校
と
も
連
携
し
、

家
庭
の
ル
ー
ル
づ
く
り
か
ら
始

め
た
い
と
思
っ
た
。」な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
防
犯
対
策
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
研
修
会
場
の

入
り
口
で
防
犯
グ
ッ
ズ
の
展
示

を
行
い
、
使
い
方
の
実
演
も

あ
っ
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
も

積
極
的
に
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

核
家
族
で
共
働
き
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
久
し
い
現
在
、
子

ど
も
を
見
守
り
、
安
全
に
育
て

て
い
く
の
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。
組
織
検
討
委
員
会
で
は

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
紹

介
し
、
さ
ら
に
各
地
域
に
持
ち

帰
っ
て
、
防
犯
意
識
の
啓
発
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
組
織
検
討
委
員
長  

磯
貝
洋
介
）

第２部 講演概要 　

「どうやって子どもたちを事件や事故から守るか」
ALSOK新潟綜合警備保障株式会社　坂爪 武史

第
２
部 

講
演 （
組
織
検
討
委
員
会
担
当
）

「
ど
う
や
っ
て
子
ど
も
た
ち
を

　
　
　
事
件
や
事
故
か
ら
守
る
か
」

講
師
　
Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
新
潟
綜
合
警
備
保
障
株
式
会
社  

坂
爪  

武
史 

様
　

県
Ｐ
連 

教
育
問
題
委
員
会
・
組
織
検
討
委
員
会 

合
同
研
修
会

＆ 「
深
め
よ
う 

絆 

に
い
が
た
県
民
会
議
」
県
民
講
座

県
Ｐ
連 

教
育
問
題
委
員
会
・
組
織
検
討
委
員
会 

合
同
研
修
会

＆ 「
深
め
よ
う 

絆 

に
い
が
た
県
民
会
議
」
県
民
講
座

防犯教育の基本的考え
１　子どもの成長に応じて場面ごとに教える
２　子ども自らが体験し、自ら気づくことが大切
△　子どもを守るには、「あれも、これも教えなきゃ！」
×　言葉を知っている ＝ 理解している
×　理解している ＝ 実践できる・現場で対応できる

具体例 １　安心して登下校　５つのやくそく
　「いかのおすし」

１ ない！　しらないひとには、ついて…
▶知らない人ってどんな人？

２ らない！　こえをかけられても、くるまには…
▶�大人と子どもの手の長さの違いを認識させる。 

大人でも手の届かない距離をとる。どれくらい離れる？
３ おごえをだす！　しらないひとに、つれていかれそうになったら…

▶�すぐには声は出ない。あいさつや返事で、普段から大きな声を出
す練習をしておく。

４ ぐにげる！　しらないひとに、こえをかけられたり、おいかけられたら…
▶�ランドセルを背負ったまま？

５ らせる！　こわいことにあったり、みたりしたらすぐにおとなに…
▶�低学年は犯罪に遭っていることが分からないこともある。 

ささいなことでも話をする人間関係を築いておく。

具体例 ２　安心してお留守番
　「いいゆだな」

えの鍵を見せない！	 �子どもが一人で留守番することを知られな
いように。鍵は、家に着くまでしまっておく。

えの周りをよく見る！	 �不審車両や不審者が家の周りにいるかもし
れない。「目の力」を鍛え、普段と違うこと
に敏感になる。

うびんポストをチェック！	�郵便物が溜まっていると留守宅だと思われ
たり、情報を悪用されるかも。郵便物を持っ
て家に入る。 

れもいなくても、ただいま！	�「ただいま」と言うと、不審者は家に誰かい
ると思う。

かに入ってすぐ戸締まり！ 	鍵が開いていると不審者が侵入するかも。

1

2

3

防犯教育のポイント

１ 家庭でルールを作る。
	 例：知らない人の定義と声をかけられた時の対応
	 　　留守番時に電話がかかってきた時の対応
	 　　帰宅時間（門限）を決め、親も子も厳守する

２ 友達と一緒に行動する大切さを教える。

３ �通学路や公園では、周りの大人にきちんと 
あいさつすることを教える。

４ 中学生には、本気になって襲ってくる大人の怖さを教える。
　　　　→　戦わずに、まず逃げることが大切

５ 防犯教育は反復継続する。

さらに具体策として

　◯　�防犯ブザーは、「通学用」と「家庭用」の 
複数個を用意。

　　　　鳴るかどうかの定期点検が必要。

　◯　�街に潜む危険な場所を親子で確認する。 
（安全マップ作成）

　　　　危険な所は、一人で歩かない、防犯ブザーを手に持って歩く。

　◯　持ち物に名前を書くときは、他人から見えない場所に。

　◯　事前に訓練が必要なことは、必ず実施する。
　　　（防犯ブザーの鳴らし方、逃げ方、自宅の鍵の開け方 等）

見守りパトロールのポイント

◎　犯罪が発生しやすい場所を重点にパトロール
	 入りやすい場所
	 　（柵がない、遠くてすぐに助けられない 等）
	 見えにくい場所
	 　（�壁や樹木で隠されている、監視カメラがない 等）

◎　パトロール時の注意事項
	 重点箇所をランダムで回る。
	 　（歩き流すより、その場で少し留まる。）
	 子どもの登下校時間や「ながらパトロール」でよい。
	 　（無理しない。継続することが大切。）
	 人通りが多くても注意。
	 　（人通りが途切れる時も。人が多いと周りの人への関心が薄れる。）

4

5

6

講師 坂爪武史 様

防犯グッズの紹介
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　毎年日本 PTAでは、子育てや家庭教育
を支える地域の環境が変化する中、改め
て家族の会話やコミュニケーションから育
まれるきずなや家庭のルール、「早寝早起
き朝ごはん」といった子どもたちの基本的
な生活習慣づくりなど、家庭教育の大切さ
や命の大切さについて、家族やみんなで話
したり取り組んだりする機会にしてほしい
と、「三行詩コンクール」を行っています。
　今年度も昨年に続いて、新潟県の小日向
優さんの作品が、小学生の部上位４作品に
選ばれ、「ファミリーカレンダー」となりま
した。おめでとうございました !

現役の介護福祉士が、介護の仕事や介護職の魅力
等について、直接学校へうかがい、出前講座を開催
します。また、PTA行事等でも御活用いただけます
ので、ぜひ、お申込みください。
対　象：県内の小・中・高校生及び保護者、先生
日　時：�通　年	

（御希望の日程と調整させていただきます）
費　用：無　料
申込先：�公益社団法人 新潟県介護福祉士会	

(TEL) 025-281-5531	
(Mail) kaigo@sage.ocn.ne.jp
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催
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た
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で
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援
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、
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る
防
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つ
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れ
当
日
の
様
子
や
概
要
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掲
載
し

ま
し
た
。
研
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に
参
加
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な
か
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、
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取
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得
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。
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作
成
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感
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ま
す
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（
広
報
委
員　
中
山
陽
介
）

平成30年度 「楽しい子育て全国キャンペーン」
～家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～

三行詩コンクール入賞おめでとう！
小学生の部　文部科学大臣賞
南蒲原郡田上町立羽生田小学校 ４年　小

こ
日
ひ な た

向 優
ゆう

さん
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年
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８
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25
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に
第
66
回
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Ｔ
Ａ
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潟
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催
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こ
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に
よ
り
、
広
報
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の
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が
例
年
と
は
違
う
構
成
と

な
り
ま
し
た
。

第
１
０
５
号
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、
全
国
大
会

の
報
告
に
紙
面
の
多
く
を
割
き

ま
し
た
が
、大
会
役
員
の
報
告
、

全
体
会
・
分
科
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の
報
告
を
も

れ
な
く
掲
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し
、
さ
ら
に
分
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り
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す
く
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る
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の
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な
る
と
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限
ら
れ
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。

ま
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国
大
会
の
報
告
だ

け
で
な
く
、
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル

の
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載
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三
行
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ど
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０
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催
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員
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か
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よ
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に
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た
。

最
後
に
、
原
稿
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頼
に
ご
快

諾
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き
ま
し
た
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様
、
広

報
委
員
会
の
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に
感
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を
申

し
上
げ
、
活
動
報
告
と
さ
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て

い
た
だ
き
ま
す
。

広
報
委
員
会
活
動
報
告

広
報
委
員
長
　
山
口　
裕
子

県
Ｐ
連
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
活
動
の
活
性
化
を
目
的
に
広

報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
！

●
応
募
方
法
・
応
募
締
切

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
平
成
31
年
３
月
ま
で
に
発
行
さ
れ

た
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
の
全
て
の
号
を
セ
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ト
に
し
て
２
部
、

県
Ｐ
連
事
務
局
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
締
切　
平
成
31
年
４
月
４
日（
木
）必
着

●
審
査
方
法
・
基
準

１
次
審
査・
２
次
審
査
で
、
最
優
秀
賞・優
秀
賞・奨
励
賞・

佳
作
の
各
賞
を
決
定
し
ま
す
。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
基
準
を
参
考

に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
の
も
つ
目
的
・
使
命
・
記
事
・
編
集
・

レ
イ
ア
ウ
ト
・
見
出
し
文
な
ど
を
総
合
的
に
審
査
し
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
１
月
下
旬
に
各
郡
市
Ｐ
連
事
務
局
を
通
じ
て
各
単

位
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
配
信
さ
れ
た
実
施
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
17
回 

新
潟
県
Ｐ
Ｔ
Ａ

広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の
ご
案
内

と　き：平成 30年 11月 21日（水）
ところ：東京都千代田区　ホテルニューオータニ表彰式

（敬称略、新潟県小中学校ＰＴＡ連合会関係者のみ）

文部科学大臣表彰

上越市立高田西小学校 PTA
弥彦村立弥彦中学校 PTA

団　体 PTA活動振興功労者
堀川 　義徳	（前新潟県 P連  会長）
平石 　祥吉	（新潟県 P連  会長）

堀川 　義徳	（前新潟県 P連  会長） 平石 　祥吉	（新潟県 P連  会長）

公益社団法人 日本PTA全国協議会 全国大会感謝状

公益社団法人 日本PTA全国協議会 会長表彰

団　体

長岡市立阪之上小学校 PTA
新潟県立柏崎翔洋中等教育学校 PTA

個　人
佐藤 　陽志	（胎内市立中条小学校 PTA）
加藤 康太郎	（前新潟県P連  監事）
金澤 　壽一	（日 P新潟大会実行委員会  事務局長）
植木　 和明	（南魚沼市立六日町中学校 PTA）

特　別　表　彰
安達 　有希	（長岡市立越路中学校 PTA）
杉原 　秀彦	（上越市立大潟町中学校 PTA）
村田 　　靖	（長岡市立栖吉小学校 PTA）
長谷川 和明	（長岡市立東中学校 PTA）
市村 　亮介	（長岡市立阪之上小学校 PTA）
古川 美也子	（上越市小中学校PTA連絡協議会 事務局）
平澤 　　靖	（燕・弥彦 PTA連絡協議会 事務局）
堀内 　正藏	（長岡市出雲崎町小中学校PTA連合会 事務局）

本間 　　哉	（見附市 PTA連合会 事務局）
山﨑 　高美	（柏崎市小中学校PTA連合会 事務局）
高橋 　高志	（佐渡市小中学校PTA連合会 事務局）
阿部 　共博	（南魚沼郡市小中学校PTA連絡協議会 事務局）
宮川 佳代子	（新発田市小・中学校PTA連合会 事務局）
三本 　道昭	（燕市立燕南小学校 PTA）
出﨑 ユカリ	（佐渡市立相川小学校 PTA）

　毎年 PTA活動で優れた業績を有する団体や個人が、
新潟県教育委員会や新潟県小中学校 PTA連合会から推
薦され、表彰されています。
　今年度は日本 PTA創立 70周年にあたり、皇太子同
妃両殿下のご臨席を賜りました。また、PTA活動振興功
労者表彰、日本PTA会長表彰特別表彰も表彰されました。
　さらに、日本 PTA全国研究大会新潟大会開催の功労
に対して、日本PTAから全国大会感謝状が贈られました。
　右の皆様が表彰されました。本当におめでとうござい
ました。

祝  平成30年度  年次表彰

編 集 後 記 新潟県介護の魅力発信事業
講義や体験を通して、
介護の仕事を学んでみませんか？

出 前 講 座
応募総数　139,979作品 

小学生 77,863作品
中学生 49,927作品
一　般 12,189作品
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新潟県小中学校 PTA 連合会・新潟市小中学校 PTA 連合会　推薦

（団体総合生活保険）

日本スポーツ
振興センター

災害共済
給付制度

小中学生
総合補償

制度
PTA活動
補償制度

補償される活動範囲
授 業 中
登下校中 24時間 PTA活動中

保 険 の 対 象 児童・生徒
児童・生徒

個人賠償責任補償は
同居の家族も

児童・生徒
保護者、先生、
趣旨に賛同する会員

加 入 の 方 法 学校一括加入 個人（任意加入） 単位PTA一括加入
休み時間中、グラウンドで転んで骨折した。 ○ ○ ×
登下校中に車にはねられ骨折した。 ○ ○ ×
体育の授業中、手首を骨折した。 ○ ○ ×
ＰＴＡ主催のお祭りでケガをした。 × ○ ○
ＰＴＡ主催のラジオ体操でケガをした。 × ○ ○
放課後、サッカーをしていてケガをした。 × ○ ×
休日に自転車運転中、転倒して左足を骨折した。 × ○ ×
自転車で他人にぶつかり、ケガをさせた。 × ○ ×
自転車で塾に向かう途中で駐車中の車に
ぶつかり車を傷つけた。 × ○ ×
放課後に野球をしていて近所の窓ガラスを割った。 × ○ ×
O-157に感染し入院した。 × ○ ×
地震でケガをした。 × ○

（P5・M5・Hプランのみ）
×

疾病により入院した。 × ○
（P5・M5プランのみ）

×

携行品の損害 × ○
（P5・M5プランのみ）

×

各種補償制度の概要
傷害補償は他の制度の給付に関係
なく保険金をお支払いします。
（一部特約を除く）

制度に関する
お問い合わせ先

簡単! ご加入手続きは記入・投函するだけ!
１月以降に学校から配布されるピンク色の封筒
をご確認ください。
加入依頼書を記入し返信用封筒にてご返送くだ
さい。

このチラシは団体総合生活保険の概要についてご紹介したものです。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」
をよくお読みください。ご不明な点等がある場合には、代理店までお問い合わせください。

保険金お支払い実績

ケガをした！ケガをさせた！入院した！
お子様の行動が活発になるほど
不慮の事故も懸念されます。

〈平成29年度お支払い実績〉
加入者  13,490名　　事故受付件数  989件
（内訳）　傷害事故	 888件
	 賠償事故	 58件
	 医療・育英・携行品	 42件
	 死亡	 １件� 計989件

平成31年２月作成　18-T08598

一般社団法人 新潟県PTA安全互助会事務局
〒950-0965
新潟市中央区新光町7-2　新潟県商工会館５F
TEL 025-280-0456
（受付時間／月曜～金曜　9:00 ～ 17:00）

【幹事代理店】　有限会社 新潟コーリン
〒950-0965
新潟市中央区新光町7-2　新潟県商工会館５F
TEL 025-280-0361
（受付時間／月曜～金曜　9:00 ～ 17:00）

【幹事保険会社】	 東京海上日動火災保険株式会社
【非幹事保険会社】	 共栄火災海上保険株式会社
	 三井住友海上火災保険株式会社
	 損害保険ジャパン日本興亜株式会社
	 AIG損害保険株式会社

「もしも」が起こった時に
大切なお子様を

24時間いつでもどこでも
お守りする

「備え」のご案内です特長
3

示談代行付き
個人賠償責任補償で安心！

特長
2学校内・放課後・通学途中・プライベートを問わず

24時間補償で安心！

幅広い補償

1万人以上の加入で団体割引等の
適用により 約51％割安
年間掛金3,000円～加入できます

熱中症、
細菌性食中毒も

補償！

お子様ご本人だけでなく、
家族やペットが起こした

賠償事故も補償

支払限度額は最高1億円
(P5･M5プラン) 

お子様の扶養者に
万が一のことが
あった場合の

育英費用補償
（P5・M5・Hプラン）

インフル
エンザも
対象

お子様が加害者に!? お子様がケガ特長
1

特長
4

平成31年度 小・中学生総合補償制度ご加入のおすすめ

病気で入院した場合の 医療補償
（P5・M5プラン）


